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バ
ブ
ル
が
弾
け
中
流
社
会
が
崩
れ
始
ま
る
。

余
裕
を
失
っ
た
企
業
は
日
本
的
経
営
を
簡
単
に

放
棄
し
、
米
国
流
新
自
由
主
義
を
取
り
入
れ
た
。

働
き
手
は
人
材
か
ら
コ
ス
ト
へ
。
大
量
解
雇
に

非
正
規
社
員
の
急
増
。
企
業
は
設
備
投
資
に
及

び
腰
。
長
期
的
な
視
点
を
持
た
ず
、
目
の
前
の

株
価
の
動
向
に
一
喜
一
憂
す
る
。
米
価
も
食
管

法
の
廃
止
と
市
場
原
理
で
下
落
す
る
。

そ
こ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
と
高
齢
化
の
波
が
押
し

よ
せ
る
。
所
得
、
大
企
業
と
中
小
企
業
、
大
都

市
と
地
方
。
格
差
が
鮮
明
に
な
り
、
固
定
化
し

て
い
く
。
富
裕
層
の
子
ど
も
は
高
い
教
育
を
受

け
こ
の
層
に
留
ま
る
。
貧
困
層
の
子
ど
も
は
こ

こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
。
こ
れ
が
社
会
の
分
断

を
生
み
、
政
治
の
不
安
定
化
に
つ
な
が
る
。

中
間
層
が
重
要
な
の
は
、
民
主
主
義
の
基

礎
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
民
主
主
義

は
と
か
く
時
間
が
か
か
り
厄
介
な
も
の
。
だ

が
チ
ャ
ー
チ
ル
が
喝か

っ

破ぱ

し
た
通
り
、
こ
れ
に
優

る
政
体
は
な
い
。〝
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
〞。

安
定
し
た
職
と
収
入
が
あ
り
、
相
応
の
分
別
を

持
ち
、
中ち

ゅ
う

庸よ
う

の
精
神
を
保
つ
者
が
資
質
あ
る
指

導
者
を
選
び
、
政
策
の
良
否
を
判
断
す
る
。
こ

れ
が
独
裁
を
阻
止
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

経
済
的
観
点
か
ら
も
こ
の
層
は
、
教
育
投
資

に
力
を
入
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
が
人
的
資

本
の
蓄
積
に
な
り
、
経
済
成
長
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
る
。
中
間
層

の
衰
退
は
、
社
会
の
安
定
は
勿
論
、
経
済
発
展

を
も
阻
害
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

岸き
し

田だ

首
相
は
当
初
、
成
長
よ
り
分
配
に
重
き

を
置
く
と
述
べ
た
。
安あ

倍べ

政
権
も
経
済
を
成
長

さ
せ
、
そ
の
恩
恵
が
下
ま
で
及
ぶ
政
策
を
掲
げ

た
。
民
主
党
政
権
も
〝
分
厚
い
中
間
層
を
つ
く

る
〞
こ
と
を
公
約
に
し
た
。
い
ず
れ
も
〝
失
わ

れ
た
30
年
〞
で
社
会
の
中
核
と
な
る
中
間
層
が

や
せ
細
っ
て
き
た
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。

１
９
６
０
〜
８
０
年
代
の
日
本
は
黄
金
期
。

経
済
成
長
で
所
得
は
伸
び
失
業
率
は
低
か
っ
た
。

政
治
は
安
定
し
所
得
再
分
配
を
進
め
た
。
労
働

者
は
終
身
雇
用
と
年
功
序
列
賃
金
に
守
ら
れ
て

い
た
。
冷
戦
で
平
和
の
配
当
を
享
受
し
た
日
本

は
、
勤
勉
さ
と
旺
盛
な
研
究
開
発
投
資
で
、
世

界
経
済
を
主
導
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
価
も

年
々
上
昇
し
た
。
大
企
業
や
官
公
庁
の
管
理
職

が
中
心
と
な
っ
て
い
た
中
間
層
に
、
ブ
ル
ー
カ

ラ
ー
や
農
業
者
も
加
わ
っ
た
。
１
９
７
５
年
の

統
計
で
は
、
国
民
の
８
割
近
く
が
中
流
に
属
し

〝
一
億
総
中
流
社
会
〞
と
呼
ば
れ
た
。

地
方
で
は
企
業
の
相
次
ぐ
進
出
で
、
安
定
し

た
雇
用
の
場
が
得
ら
れ
た
。
公
共
事
業
が
増
え

地
域
に
金
が
回
っ
た
。
国
税
が
伸
び
地
方
交
付

税
や
各
種
補
助
金
と
し
て
配
分
さ
れ
た
。
経
済

成
長
は
国
民
生
活
の
向
上
を
も
た
ら
し
、
日
本

は
理
想
的
な
〝
社
会
主
義
国
〞
と
な
っ
た
。

民
主
主
義
を
危
う
く
す
る
も
う
一
つ
の
要
因

が
中
間
団
体
の
弱
体
化
だ
。
中
間
団
体
は
個
人

と
国
を
つ
な
ぐ
組
織
で
、
労
働
組
合
・
農
業
協

同
組
合
・
町
内
会
・
婦
人
会
な
ど
を
い
う
。
顔

が
見
え
、
憩
い
、
助
け
合
い
、
意
見
を
述
べ
合

え
る
場
で
あ
る
。
人
は
誰
で
も
ど
こ
か
に
属
し

生
き
て
い
る
。
だ
が
近
代
化
が
進
み
社
会
が
複

雑
に
な
る
と
、
国
家
と
市
場
の
領
域
が
拡
大
し
、

中
間
団
体
の
機
能
は
弱
く
な
る
。

労
組
の
組
織
率
は
わ
ず
か
16
％
。
今
や
メ
ー

デ
ー
や
ス
ト
ラ
イ
キ
の
意
味
す
ら
分
か
ら
な
い
。

雇
用
形
態
も
、
働
く
場
所
や
時
間
も
異
な
り
、

往
時
の
連
帯
感
は
な
い
。
か
つ
て
は
高
い
組
織

率
を
誇
り
、
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善
に
大

き
な
力
を
発
揮
し
た
。
政
治
的
影
響
力
も
持
っ

て
い
た
が
、
今
や
見
る
影
も
な
い
。

農
家
を
守
り
農
業
発
展
の
た
め
に
作
ら
れ
た

農
協
。
昔
は
農
家
の
身
近
な
存
在
だ
っ
た
。
そ

の
後
合
併
に
つ
ぐ
合
併
で
巨
大
化
し
、
次
第
に

遠
く
な
っ
た
。
疑
似
家
族
と
し
て
、
社
員
の
福

利
厚
生
を
担
っ
て
き
た
企
業
の
姿
は
も
う
な
い
。

ま
た
、
相
互
扶
助
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
地

域
共
同
体
も
、
限
り
な
く
弱
ま
っ
て
い
る
。

今
は
誰
も
が
行
き
場
を
無
く
し
て
い
る
。
帰

属
す
る
も
の
が
な
い
か
、
あ
っ
て
も
希
薄
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
進
む
と
、
強
い
指
導
者

に
す
が
る
よ
う
に
な
る
。
先
進
国
で
独
裁
的
政

権
が
相
次
い
で
い
る
の
は
危
険
な
兆
候
だ
。
私

た
ち
は
、
人
々
の
居
場
所
に
な
り
、
支
え
合
う

中
間
団
体
を
再
生
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
民
主
主
義
を
支
え
る
た
め
に
」

市長の手控え帖

広報しらかわ　2024. ２（Ｒ6)
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